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昨年中に県下で認知した刑法犯は3,438件で、前年より128件、3.9%増
:●:li

加しました。

しかし、ピーク時である平成13年と比較すると7分の1程度まで減少しています。

安全で安心な和歌山県をつくるためには、警察や行政機関、防犯ボランティア団体

の連携は勿論のこと、何より県民の皆様の御協力が必要です。

―令和4年中の犯罪の特徴―

○ 多発罪種・手口 令和4年 中に認知した刑法犯の中で最

も多い罪種口手口は万引きでした。

万引きが全体の16.6%、 続いて、自転車

盗が 13.6%、 器物損壊が11.5%の 順と

なっています。特殊詐欺を含む詐欺は5

番目に多い罪種・手口となっています。

自転車には必ずカギを!

前年よりも増加した罪種口手回は自転車盗が最

も多く前年比で92件、24.5%の増加となっています。

自転車盗の約75%が無施錠 (カギをかけていな

い)で被害に遭われていますので、自転車を駐輪

する時は、自宅敷地内でも必ずカギをかけましょう。
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昨年中の県下の特殊詐欺被害件数は102件、
被害総額は約1億 7,300万円で、前年に比ベ

被害件数は43件、被害額は約8,250万円増加
しました。特に、身に覚えのない請求や、高額
当選金受取手数料などと言ってお金や電子マ

ネーでの支払いを要求する架空料金請求詐欺
の被害が目立ちました。また、警察官や銀行員
を装って自宅までキャッシュカードを編し取り
に来る詐欺も増加しました。

知らない番号1知らない相手)からの電話に出ない|

お金やキャッシュカロlドの話がでれば、電話を切る|

電話を切れば、ちょつと確il電話で、まず確認|
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これは わなや

弩崎通転

特殊詐欺被害防止専用フリーダイヤル
ちょっと確認電話

お読みになったら
ご近所へ回覧を |
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刑法犯犯罪少年 149人、刑法犯触法少年47人の計 196人を検挙・補導
刑法犯犯罪少年 :刑法に定める罪を犯 した14歳以上20歳未満の者

刑法犯触法少年 :刑法に定める罪に抵触する行為をした14歳未満の者 )

☆少年隋修轟罪状剰

令和 4年中に検挙した刑法犯犯罪少年は149

人で、前年に比べ 1人増加しました。

刑法犯触法少年は47人で、昨年より38人減少

しています。

刑法犯検挙者に占める少年の割合は10.3%
で、前年と同水準 となっています。

刑法犯犯罪少年の再犯者率が38.3%と なっ

ており、非行を繰り返す少年の割合が高くなっ

ているのが近年の特徴です。

少 年 非 行 等 の 推 移

11.202

嶽不良行為少年仄鑢力霧

令和 4年 中の不良行為少年は、6,288人

で、前年に比べ384人増加 しました。

行為別では、「深夜はいかい」と「喫煙」

の割合が依然として高 く、全体の94.5%

を占めています。

少年の非行を防止するためには、その

入口となる深夜はいかい、喫煙等の不良

行為の段階での措置が重要であり、警察

では街頭補導活動を強化 しています。
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★非行少年を生まない社会づ くりの推進

少年非行の背景には、少年の規範意識やコミュニケーション能力の低下、孤立など様々な理由

があり、少年を取り巻く環境が大きく関係しています。

少年の健全育成のためには、これらの問題に対して社会全体で取 り組む必要があり、警察では、

少年補導員を始めとする地域の皆様方や関係機関と連携して、「非行少年を生まない社会づくり」

を推進しています。

★少年に手を差 し伸べる支援活動

警察では、検挙・補導した少年や悩みを抱えた少年らと積極的に連絡をとり、社会奉仕や生産

体験、学習等の様々な活動を通じて、少年自身が目標を見出すことに繋げる支援活動を行ってい

ます。活動は、少年補導員や学生サポーターなどのボランティアや有志の方々の協力を得て、立

ち直りや健全育成を支援しています。

★サイバーパ トロールの強化

インターネット利用をきっかけとした少年の性被害や薬物乱用が増加しており、これらを未然
に防止するため、ネット上におけるサイバーパトロールを強化しています。
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刑法犯触法少年

刑法犯犯罪少年

不良行為少年
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サイバ■
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情勢(令和14軍中)

●サイバー犯罪に関する蝙輻玲蟷儡魏

84件 14ム (前年比+7件 -10人 )

ま1111● (藪諄事ルヒ+532件 )

●サイバー犯罪の検挙状況

ヽ

サイバー犯罪に関する相談件歌について|き、昨年比+532件こ大幅に増加しています。

こιlわけ多かったのが「迷惑メー′しに関するもの」や「許欺・悪質商法に関するもの」であ‖、これら

に該当する相談だI十で、全体の半数以上を占める割合でした。

相談の多い「迷惑メー′L」 ですが、具体的に:き「フィッシング」こ呼Iずれるメー′しに関するものが多く

なっており、注意が必要です。以下にその特徴を記載します。

〆

ゝ

「セキュ:′ ティ警告」や「再認証」、「荷物の配送」などの理由

で、サービスを利用する際に必要な認証情報 (lDOパスワード)

などの入力を求める偽のサイトヘ誘導され、信じた利用者が情報

●●●shop c。」p

サインイン

・
 ,|(,311-2で ,■ .●●●パ:1要 a`:せ 、1,1、 ュ■1,.棘11機 1い ぼヽ

`

① 「セキュ:Jテ ィ警告」や『再認証」などこ書かれた電子メー

′しやSMS(電話番号のメール)が届く

② 届いたメー′しにIき、偽サイトヘの1′ ンクも貼られている

③ アクセスするこ本物そっくιIな偽のサイトが表示される

④ 必要な作業こ信じ、個人情報などを入力してし春う

こいった流れになιl春す。

きた、認証情報の他に、氏名や住所・生年月日・クレジットカード

番号などを求められる場合もあ‖、手口I古増々巧妙化している状況に

あιlます。

7ィ ャシング

囀い

を入力してしきうこそのまき情報を抜き取

られてし春うものです。

手口こしてIさ

★・ 1け策   ～万が一、上記のような状況になっても～
メー′しに書かれた:lンク先へのアクセスはしない、誤ってアクセスしても、うかつに個人情

報などを入力しない。

きた、OSOソフト等勝最新の状態に保つここやウイfLス対策ソフトの導入も忘れずに よf

`デ」口7を″ることτ.″唱認質記角鷹だ|」″えることができると層
"ま

grb
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令和5年全国地域安全運動 /令和5年全国暴力追放運動

ポスター

青バト写真

標  語
②
③

様々なかたちの防犯ボランティア活動 ～防犯ボランティアの裾野の拡大と活性化を目指して～

青 色 回 転 灯 等 装 備 車 の 活 躍
暴力団排除の徹底 ～振り込め詐欺の「受け子」等にならないために～

～昨年の作品例です～

■ポスター

幅広い世代が参加する防犯ボランティア活動

■青パ ト活動写真

■標 語

○地域の目 暴力団から 守る盾

○その誘い 暴力団の 甘い罠

◆送付先 〒640-8249和 歌山市雑賀屋町7番地 公益財団法人 和歌山県防犯協議会連合会
◆締切り 令和5年 6月 9[|(金 )

◆入賞決定と発表
○入賞作品のなかから、さらに選ばれた作品をポスター化 し、全国各地に広 く掲出します.ポスターには、お名前と

都道府県名を掲載します。

○入賞作品の著作権は全国防犯協会連合会に帰属 します (ポ スターの他チラシ、カレンダー等を作成 します 0こ

○入選結果は、全国防犯協会連合会の広報誌「月刊 安心な街に」全国暴追センターの機関誌「全国センターだより」、
ホームページで発表 しますこ (お 名前、都道府県・市町村、職業あるいは学校名、学年を公表します )

○応募に関する個人情報は、本事業の運営 卜必要な限 りにおいて使用いたします_

◆入賞と表彰 最優秀賞 !17i表彰状および副賞 /優秀賞 :若干71表彰状および副賞
◆青パト写真応募上の注意
O青パ ト所持団体の許可を得て応募 してください_ま た、個人を特定できる写真で応募する場合は、必ずその肖像権

等について応募者が本人に許可を得てください.

○入選作品は、ネガまたはデータ tCD― R、 DVD)を 提出して ください.

Oデジタル写真作品とアナログ写真作品は区別せずに審査いたします。

◆主 催  (公財)全国防犯協会連合会  1公財1和歌山県防犯協議会連合会 ′′
′
全国暴力追放運動推進センター

(公財)和歌山県暴力追放県民センター ′/警察庁 /和歌山県警察

[童塾会1員|』1奪募墓して蜘諏‐コ
|

公益財団法人和歌山県防犯協会連合会 (県防連)では犯罪防止、青少年の非行防止、

覚せい剤等薬物乱用防止、風俗環境の浄化などに取 り組んでいます。

その趣旨に賛同頂ける「賛助会員」を募集しています。

賛助会費 (年会費)は、 1回 5,000円 かいです。
* 公益法人への賛助会費及び寄付金は、税制上の優遇措置が受けることができます。

賛助会員及び寄付については、当連合会事務局までご連絡 ください。
Z:'073-436-1175

◆応募資格 問いません。

◆応募のきまり (未発表の作品に限ります.原則として応募作品はお返
ししません。)

応募作品の裏面に、住所、氏名 (フ リガナ)、 年齢、電話番号、職
業または学校名、学年を明記してください。

○ポスター
・デザインは、四切サイズ (540mm× 380mm)の ヨコ描き。

(規格外は審査対象外とな 1)ま す。ご注意ください)

・作品にスローガン(キ ャッチコピー)等の文字は入れないでください。
○青パト写真
。応募は、一人 5点 まで.

・カラープリントA4サ イズ.

(規格外は審査対象外となります。ご注意ください)

・デジタル写真可。 (た だし印画紙にプリントしたもの)

・所定の応募票を作品のウラに貼付のうえ、郵送で応募
=

(応募票は全防連HPか らもダウンロードできます)

○標語 (キ ャッチコピー)

・応募は、一人 1点。
・郵便はがきか、はがき大のものにタテ書きで、一枚の用紙に 1点の
みお書きください。
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